
平成 26年 9月 8日（金） 

18:00-19:25 

於：開発総合センター2階 大会議室 

 

 

第 8回 元町地区復興まちづくり分科会 報告 

 

 

＜大島町復興計画案への意見等＞ 

 

〇Ｐ1  1.3 復興計画と大島町基本構想・計画との関連性 

 ・『本復興計画で定めた方針などの一部を見直すこともあります。』とあるが、安易に悪い 

方向への見直しを行わないでほしい。  

 

〇P21 方針④島内避難体制の再構築 

  ・土砂災害防止法に基づく警戒区域の指定について、先行した他地域の例では、人家が

ないところは指定しない、ということである。人家がない、という理由で警戒区域の指定から

外れてしまい、その後、住民が危険な地域だということを知らずに住みつく、ということがな

いようにしてほしい。 

 

〇Ｐ22 方針⑥災害教訓の伝承と地域防災力の向上 

  4-6-1  追悼式の開催 

・10 月 16 日（発災の日）を、これからどうとらえるか、町として明確にしていってほしい。 

 

〇Ｐ26 4.2 復興まちづくりの方針『地域基盤・インフラの復旧の方針』 

 ・管理用通路や生活道路（町道）は、コンクリート護岸やアスファルト舗装による整備が一般 

的であると思われるが、『大島らしさを感じられる景観的に優れたまちづくりを進める』とある 

ように、大島らしい素材を使ったり、花壇を設置したりして、気持ちを和らげ、癒されるような、

また、観光面から見ても優れた景観となるような整備をしていってほしい。 

 

  ・町道の整備にあたって、安全対策をとってほしい。 

 

〇P32  5 復興の推進体制 

  ・元町地区復興まちづくりの推進組織が設置される時期を、早期に明らかにしてほしい。 

 

・地権者等との個別交渉だけでなく、この分科会のような場での意見等の聴取をしてほし

い。 

 


